
 

 

 

 

 

 

 

水鉄砲にたとえると・・・ 

 

 

 

 

 

 

ことばの発達をうながす関わり 

１）コミュニケーション力を育てる 

お子さんはどんなことに興味がありますか？お気に入りの遊びは何ですか？                      

こどもの興味にあわせ、こどもの気持ちに共感し、楽しい時間を共有しましょう。 

 

●こどもの動きをまねる「ミラリング」  ●こどもの出す声や音をまねる「モニタリング」 
 

                      （例）「プー」「アーウー」「ウニャウニャ」 

                  ●大人自身の動きや気持ちをことばで言う 

        「セルフトーク」 

 

●こどもの動きや気持ちをことばで言う 

「パラレルトーク」 

 

 

保健センターだより ～子育て情報誌～（１月冬号） 
こどものことばの発達について 

過去の記事はコチラ 

（市ホームページ） 

 

ことばを獲得するために必要な力 

・ことばを理解する力：概念、思考の発達 

・ことばを話す力：口腔機能の発達 

・コミュニケーション能力：交流、共有、伝えたい気持ちの発達 

 

ことばが音になって口から出るためには、水鉄砲のタ

ンクの中に水がたまっている必要があります。たまって

いる水が、「わかる」・「概念」・「思考」です。 
 

わかることばがあり、コミュニケーション（伝えたい

気持ち）の引き金を引くことで、言えることばが出てき

ます。水鉄砲の水が少ししかなくても、伝えたい気持ち

が強く、強い力で引き金を引くことができれば、相手に

伝わります。 
 

「コミュニケーション意欲（引き金を引く力）」

を育てることが大切です！ 
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×        〇 

   ×     ○ 

２）ことばの理解を育てる 

○さまざまな経験をさせてあげましょう。 

実体験を通して「わかることがら」「わかることば」を増やし、 

「概念」を育てます。 

○具体的に・短く・タイミングよく「ことばかけ」をしましょう。 

こどもの興味・視線にあわせ「ことばかけ」するのがコツです。 
 
３）表現する力を育てる 

・自分で要求することが苦手なお子さんは・・・ 
  自分で決める、自分で選ぶ経験をさせましょう。 

・伝えたいことをうまく伝えられないお子さんは・・・ 

おしゃべり以外の使える手段を使ってみましょう。例）指さし、ジェスチャーなど 

・文章表現が苦手なお子さんは・・・ 

  お子さんが言いたいことを、代わりに正しいことばに変えて、聞かせてあげましょう。 

  ポイント：答えられそうな具体的な質問をしていき、後でまとめてあげるといいですよ！ 

４）発音について 
言い直しはさせず、正しい音をさりげなく返してあげましょう。 

・全体的に発音がはっきりしない場合 

  聴覚、口腔の形態や機能に問題がないか確認しましょう。 
 

・いつも同じ音に誤ってしまう場合 （例）「か行」が「た行」になる。 

  発音の発達には基準があります。以下の表を参考に、気になる 

ようであれば言語聴覚士がいる専門医療機関を受診ください。 
 

                                   

 

ことばの発達
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